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景徳鎮における
伝統製磁道具について



江西省の景徳鎮市は、中国で最も有名で最も歴史が
ある磁器の都である。景徳鎮では「玉のような白さ」「紙
のような薄さ」「鏡のような明るさ」「罄のような快音」とい
う4つのことわざがある。このことわざが景徳鎮の磁器の
4つの特徴を表現する。その4つの特徴を支えるのは景
徳鎮の製磁技術及び道具である。

そこで本発表では伝統製磁道具に焦点を合わせ、その
全体像を概観し、景徳鎮ならではの道具を紹介しつつ
その道具の多様性、地域性の特徴を考察する。
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